






6. 

先日福島県にある施設で ぷかぷかの映画の上映会、 ワ ークショップ、 お話をし

てきました。 そこの理事長をやっている貞美さんは重度の脳性麻痺で、 体を動
かしたりはなかなか大変なのですが、 すばらしい詩を書きます。

「今に残る ひょっとこおどりなるもの 昔も今も 笑いのたね かおをしか

めたくなる たのしき祭りも 不具者への笑い 差別的踊りだということを
一年に一度の たのしみの踊りを わ ・ ら ・ い ・ にするな ・ ・ ・ 憤りが

胸を刺す」

こういう視点で世界を見ていなかったことを恥ずかしく思いました。 重度の

脳性麻痺の体で生きてきたからこそ見えてきた社会のゆがみだと思います。 だ
からこそ、 こういう人達とはいっしょに生きていった方が、 社会は豊かになる
のだと思います。

「古代•紀元前の時代から ソクラテスもプラトンもニ ー チェも 不具者を
産んではならず 生かしてはならず そんな時代があった そんな時代を
しぶとく生きぬき 神とあげたてまつられた者もいた 七福神と呼ばれる

インド ・ 中国・日本の神様の一つだ
布袋さん ・ 大黒さん ・ 寿老人 ・ 恵比寿さん 弁財天さん ・ 毘沙門天さん ・ 福禄

寿さん ・ 全部不具者だ
ひょっとこは火男 火をまもる神である 今でいう脳性麻痺者だ おかめは

ダウン症である その頃の火事は 大事な大事なものとして 消されてはなら
ぬもの その大事なものを仕事として 守りついでいたのが 不具者であった

おかめ ・ ひょっとこである」

そうか、 そうだったのか、 と目から鱗の詩で す。 障がいのある人達がしっか
り社会を支えていることを歌いあげるすばらしい詩だと思いました。
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